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「
財
務
計
画
論
」
ー
管
理
論
的
思
考
と
の
関
係
ー
|
財
務
計
画
の
設
定
と
資
本
需
要
計
算
ー
流
動
性
観
点
と
経
済
性
観
点
I
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
経
済
生
活
に
お
い
て
は
二
つ
の
思
考
方
向
が
相
並
ん
で
存
在
す
る
。
即
ち
、
経
済
は
一
方
に
お
い
て
は
経
済
性
思
考
、
他
方
に
お
い
て
は
需
要
充
足
思
考
に
支
配
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
予
備
R
e
s
e
r
v
e
の
概
念
ほ
充
足
D
e
c
k
u
n
g
と
需
要
B
e
d
a
r
£
の
差
で
あ
り
、
充
足
と
需
要
の
分
割
商
は
充
足
性
A
u
s
k
o
m
m
l
i
c
h
k
e
i
t
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
経
済
性
思
考
は
費
用
も
し
く
は
原
価
概
念
と
給
付
も
し
く
は
収
益
概
念
と
の
関
係
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
差
は
成
果
、
商
は
経
済
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
流
動
性
は
充
足
性
概
念
に
属
し
、
経
済
性
の
表
示
に
収
益
性
•
生
産
性
及
び
製
造
原
価
等
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
レ
ー
マ
ン
は
経
営
経
済
論
の
方
向
づ
け
ら
れ
た
基
礎
概
念
d
i
e
g
e
r
i
c
h
t
e
t
e
n
 
G
r
u
n
d
b
e
g
r
i
f
f
e
 d
e
r
 
B
e
t
r
i
e
b
s
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
l
e
h
r
e
と
よ
ぶ
。
充
足
性
度
が
1
で
あ
る
時
、
経
済
性
は
最
適
と
な
り
、
レ
ー
マ
ン
か
く
て
流
動
性
（
即
ち
資
本
充
足
性
）
は
経
済
性
の
発
展
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
関
係
に
つ
い
て
の
レ
ー
マ
ン
「
財
務
計
画
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
山
上
一
考
察
ロ
達
五
八
人
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レ
ー
マ
ン
「
財
諮
計
画
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
さ
て
、
企
業
は
次
の
二
つ
の
条
件
を
満
足
さ
す
場
合
に
流
動
的
と
み
な
さ
れ
る
。
即
ち
、
五
九
1
、
あ
る
時
点
に
お
い
て
次
の
不
等
式
が
妥
当
す
る
場
合
、
滴
丹
掛
油
濠
卦
掛
油
＞
滴
封
華
涸
(11
滴
卦
f
華
）
没
存
>
1
(11
滴
址
掛
油
宝
）
滴
汁
覗
瀬
2
、
あ
る
時
点
に
つ
い
て
多
少
と
も
長
期
の
未
来
期
間
に
対
し
て
次
の
不
等
式
が
妥
当
す
る
湯
合
、
淀
A
V
醤
沼
～
i
醗
鸞
1
即
ち
流
動
性
表
象
の
下
で
は
収
入
は
資
本
充
足
の
増
加
な
い
し
資
本
需
要
の
減
少
と
し
て
、
支
出
は
資
本
需
要
の
増
加
な
い
し
資
本
充
足
の
減
少
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
こ
れ
ら
の
不
等
式
の
成
否
を
事
前
に
確
認
す
る
た
め
、
簿
記
決
算
計
算
か
ら
生
ず
る
貸
借
対
照
表
計
算
・
収
入
支
出
計
算
に
も
と
ず
い
て
資
本
需
要
の
計
算
を
行
い
財
務
計
画
の
設
定
の
前
提
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
レ
ー
マ
ン
は
こ
の
場
合
の
簿
記
決
算
計
算
か
ら
生
ず
る
統
計
的
事
後
計
算
（
後
述
の
貸
借
対
照
表
比
較
）
を
流
動
性
統
計
も
し
く
③
 
は
財
務
に
向
け
ら
れ
た
充
足
性
統
計
F
i
n
a
n
z
,
a
u
s
g
e
r
i
c
h
t
e
t
e
A
u
s
k
o
m
m
l
i
c
h
k
e
i
t
s
s
t
a
t
i
s
t
i
k
と
よ
ん
で
い
る
。
イ
ス
ト
あ
る
貸
借
対
照
表
作
成
日
の
実
際
資
本
在
高
（
資
本
充
足
）
は
容
易
に
確
定
さ
れ
る
が
、
基
準
資
本
在
高
即
ち
資
本
需
要
の
計
算
は
複
雑
で
あ
り
重
要
で
あ
る
。
レ
ー
マ
ソ
に
あ
っ
て
は
資
本
需
要
計
算
は
財
務
計
画
の
設
定
に
対
し
て
有
用
な
思
考
用
具
D
a
s
g
e
d
a
n、
kliche R
u
s
t
z
e
u
g
 
fir d
a
s
 s
a
c
h
g
e
m
a
B
e
 A
u
f
s
t
e
l
l
e
n
 v
o
n
 F
i
n
a
z
p
l
a
n
e
n
と
な
る
。
経
営
溶
仝
今
の
需
要
計
算
を
図
式
と
し
④
 
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
レ
ー
マ
ン
の
説
明
に
従
っ
て
九
表
が
参
照
さ
れ
る
。
思
考
的
に
は
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
資
本
需
要
(
U
•
T
)
は
取
引
(
U
)
と
取
引
時
間
(
T
)
の
積
と
い
う
等
式
か
ら
出
発
す
る
。
先
ず
設
備
資
本
需
要
と
流
通
資
本
需
要
の
二
つ
が
区
別
さ
れ
る
。
1
、
設
備
資
本
需
要
額
は
七
五
、
0
0
0
マ
ル
ク
で
あ
る
。
即
ち
、
．
 2
 
．． 
を
も
っ
。
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九 表 経営資本需要計算の図式
マルUク I 年T ・1 ~I マら I~ | マuル•T ク
o. — 00 24,000.— 0.25 流]I通資売負本掛金需債利要(-): 6,000.— 
1,000ー 20.00 11,000.— 0.30 園益 3,300.— 
4,000 10.00 
1,300 5.00 
総積需極資要本の●残需消極要高資（＋3)本）： 
25,600 0.20 113,000.— 1.06 119,890.― 
47,800 2) 0.05 
直VIVI 製現売中間掛金製品品70,000 0;.10 
124,000 0.30 
124,000 0.02 
129,190.— 
D
よ
り
の
0 及びOOは任意の数と考える。ここでは 8,500.—
25,600．ー（入帳価格による材料費）と 70,000.-（製品製造原価）の合計の半分。
製造原価 (70.000.-)と販売管理費 (43,000．ー）の合計。
1.06年は資本（財産）の平均取引時間。
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取
引
の
大
き
さ
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U
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の
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質
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つ
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字
…
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引
過
程
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井
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2
、
流
通
資
本
需
要
の
計
算
の
場
合
に
ほ
経
営
取
引
過
程
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区
分
が
関
係
す
8
)
に
照
応
。
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レ
ー
マ
ン
「
財
務
計
画
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
濠
卦
f
華
1
1
1
2
6
,
0
0
0
|
1
2
0
,
0
0
0
1
1
6
,
0
0
0
"
ヽ
て
、
二
0
、
O
O
O
マ
ル
ク
の
借
入
金
、
六
性
条
件
の
下
で
活
動
す
る
の
で
あ
る
と
。
即
ち
、
〇
マ
ル
ク
の
自
己
財
産
e
i
g
e
n
M
i
t
t
e
l
、
一
六
、
0
0
0
マ
ル
ク
の
銀
行
信
用
が
あ
る
と
仮
定
質
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
（
売
上
販
売
価
格
か
ら
の
控
除
項
目
）
、
最
後
に
こ
れ
ら
の
計
算
の
結
果
生
ず
る
総
資
本
需
要
は
残
高
の
の
取
引
時
間
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
（
消
極
1
1
購
入
の
支
払
期
限
）
、
又
売
掛
金
の
中
の
総
利
益
（
取
引
の
大
き
さ
）
は
消
極
的
性
7
 El 
=
0
.
0
2
:
¥
-
取
引
時
間
の
大
き
さ
(
T
)
の
性
質
を
も
つ
数
字
…
取
引
過
程
の
段
階
(
I
l
珊
）
に
照
応
。
要
A
0沖
供
湮
翠
(
I
)
茸
章
〇
雫
雖
華
亘
(
W
)
津
誨
漉
亘
（
＜
）
溶
goo写
濫
湮
亘
(
W
)
葱
冷
8
沖
供
湮
涸
（
三
）
袖
桝
咄
淀
0
回
苛
湮
亘
(
I
)
こ
の
よ
う
に
し
て
全
体
と
し
て
の
資
本
需
要
（
取
引
資
本
需
要
）
が
計
算
さ
れ
る
。
流
通
資
本
需
要
の
積
極
・
消
極
の
区
分
は
既
述
性
格
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
経
営
経
済
の
資
本
需
要
は
一
―
九
、
八
九
〇
マ
ル
ク
（
約
―
二
0
、
0
0
0
マ
ル
ク
）
で
あ
っ
た
。
今
、
設
立
の
場
合
九
0
、
0
0
す
る
と
、
資
本
需
要
に
対
し
て
処
理
し
得
る
資
本
充
足
は
―
二
六
、
O
O
O
マ
ル
ク
で
あ
る
。
従
っ
て
企
業
家
は
こ
の
場
合
次
の
流
動
濠
卦
浅
洵
苓
1
1
1
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6
,
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+
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,
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認
わ
ぐ
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L
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(b） 
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十 表 貸借対照表比較
129.12.31貸借対照表 130.12.31貸借対照表 I1930年の貸借対照表変動
積極 I消極積極 l消極収入 1 支出
投資実塁手有売叫出一価体晶持掛資・及設品証金ロ資1ひ設券J本備f財偏炉如．．項l共口 ： 
27,173.98 27, 723,66 549.68 
2,301.06 2,301,06 
2,021.74 4,673,14 2,651,40 
10, 735,58 15,046.66 4,313.08 
328. 70 285,86 42.84 
10,210.74 6,877.20 3,333.54 
255. 74 318.50 62. 76 
25,000.— 25,000,-
(8) 
準引備当金
7,000.— 10,000.― 3,000.— 
11,500.— 12,400.- 900. —~ 
限当金界項目 1,765.18 2,120.58 355,40 
2,934.66 2,934.66 
21,503,12 21,608.92 105,80 
流得通意先財産の価手値付金修正 1,712.92 1,712,92 
136.94 136.94 
0) 
1929年年利配益当金引(8彩）
5,597.58 
2,000.-(（ 7)
1929 当 3,000.-7,8) 
(7) 
1929年悶の利失益繰越 597.58 
1930 3,009,64 3,009.64 
支出 5,999.12 
15,586.56 15,586.56 
現支金現当保金座出予超有•小金過計算切手： 2,823,28 1,070.10 1,753.18 
19,451.72 15,205.78 4,245.94 
5,999.12 
75,300.54 75,300.54 76,511,60 76,511.60 5,999,12 5,999.12 
(7) (8)…注記参照
て
は
収
入
支
出
が
如
何
な
る
作
用
を
支
払
手
段
在
高
第
一
の
貸
借
対
照
表
項
目
グ
ル
ー
プ
の
変
動
に
お
い
n
u
n
g
と
よ
ば
れ
る
ー
と
に
二
分
さ
れ
る
。
こ
の
e
c
h
n
u
n
g
と
よ
ば
れ
る
と
、
先
ず
貸
借
対
照
表
項
目
は
支
払
手
段
に
関
す
る
項
資
本
需
要
計
算
は
取
引
の
大
き
さ
及
び
取
引
時
間
と
い
う
経
営
領
域
と
の
関
連
の
下
に
流
動
性
判
断
を
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
わ
ゆ
る
商
人
的
収
入
支
出
計
算
を
媒
介
と
し
て
設
定
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
目
1
現
金
保
有
計
算
項
目
K
a
s
s
e
n
h
a
l
t
u
n
g
s
r
`
そ
の
他
の
凡
て
の
貸
借
対
照
表
項
目
ー
ー
_
投
資
ー
及
び
財
務
計
算
項
目
I
n
v
e
s
t
i
e
r
u
n
g
s
,
u
n
dFinanzierungsre~h' 
果
計
算
か
ら
商
人
的
収
入
支
出
計
算
を
溝
き
出
す
こ
さ
れ
る
。
即
ち
、
現
在
の
貸
借
対
照
表
と
過
去
の
成
対
照
表
比
較
と
い
う
準
備
資
料
の
作
成
を
経
て
、
し、
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
事
後
統
計
領
域
に
属
す
る
貸
借
に
あ
た
っ
て
は
、
収
入
支
出
の
関
係
を
導
入
せ
ね
ば
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
財
務
計
画
の
実
際
の
設
定
レ
ー
マ
ソ
「
財
務
計
画
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
， 
ノ‘
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十一表 商人的収入ー及び支出計算 1930年
収入 支出
レ
ー
マ
ン
「
財
務
計
画
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
I 成果計算からの項目（収益）：
売上 49,745.66 
設備自家製造 3,776.52 
仕入割引控除
及びその他利子収益
引当金取くずし
その他臨時収益
収益に対する費用超過
=1930年損失
246. 74 
660.44 
旱 55,274.90
3,009.64 
I[ 貸借対照表比較からの項目：
実体設備減少 84.84 
実体設備減価恨却 2,392, 74 
有価証券の減少 42,84 
売掛金の減少 3,333,54 
準備金の増加 3,000,00 
引当金の増加 900,00 
消極計算限界項目の増加 355,40 
借入金の増加 105,80 
流通財産価値修正の
増加
得意先手付金の増加
1, 712,92 
~ 12,065,02 
]I 収入ー及び支出計算の残麻：
支出超過1930年 5,999.12 
76,348.68 
I 成果計算からの項目（費用）：
製品在高減少 1,257.48 
取引税 1,510.10 
割戻及び売上手数料 2,042.42 
その他の売上減少項目 1,688.58 
原料・補助材料・経
営材料
動力
種々の外部用役費
賃金給料
社会費用（法的・
任意的）
実体設備減価償却
人頭税•財産税等
謝礼•寄付・贈与
売上割引控除
棚卸減耗
その他臨時費用
17,048,50 
6,679.98 
5,687,54 
10,673.90 
2,210.10 
2,392, 74 
3,004,04 
345.68 
534.88 
1,712.92 
1,435.08 58,284.54 
l[ 貸借対照表比較からの項目：
実体設備増加 3,021.26 
未完成設備増加 2,651.40 
手持品の増加 4,313.08 
積極計算限界項目
の増加
1929年の配当支私
1929年の利益引当
1930年損失
62.76 
2,000.00 
3,000.00 
3,009.64 18,064.14 
76,348.68 
.. 
/‘ 
ら
の
貸
借
対
照
表
比
較
の
形
式
・
実
行
を
示
~
 
6
 
す
と
十
表
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
場
合
利
益
出
“
と
し
て
把
握
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
表
項
目
の
変
動
は
凡
て
”
収
入
“
及
び
＂
支
費
用
に
分
解
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
叉
も
、
収
入
源
泉
・
支
出
目
的
で
あ
る
収
益
及
び
貸
借
対
照
表
比
較
を
生
ぜ
し
め
る
貸
借
対
照
利
益
な
い
し
損
失
と
し
て
表
わ
さ
れ
て
い
て
対
照
表
が
残
高
の
性
質
を
も
つ
項
目
例
え
ば
出
が
生
ず
る
か
を
示
す
。
こ
の
場
合
各
貸
借
の
増
加
な
い
し
貸
方
の
減
少
）
の
た
め
に
支
ら
収
入
が
生
じ
、
③
如
何
な
る
目
的
（
借
方
泉
（
貸
方
の
増
加
な
い
し
借
方
の
減
少
）
か
ー
プ
の
変
動
に
お
い
て
は
、
①
如
何
な
る
源
の
減
少
）
。
第
二
の
貸
借
対
照
表
項
目
グ
・
ル
入
11
支
払
手
段
の
増
加
、
支
出
1
1
支
払
手
段
に
及
ぼ
す
か
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
る
（
収
340 
レ
ー
マ
ン
「
財
務
計
画
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
8
 
⑦
 
処
分
に
つ
い
て
若
干
の
計
算
操
作
が
行
わ
れ
、
収
入
支
出
に
対
し
て
―
つ
の
仮
構
が
な
さ
れ
る
。
ol 
，
 
次
い
で
こ
の
貸
借
対
照
表
比
較
か
ら
商
人
的
収
入
支
出
計
算
を
導
き
出
す
と
十
一
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
実
体
設
備
増
加
項
目
が
整
約
auflosen
さ
れ
て
い
る
こ
と
(
3
"
0
2
7
.
2
6
"
?
"
、
て
ヽ
ー
〔
2
,
3
9
2
.
7
4
"
1v !l
＋
8
4
.
8
4
"
?
"
、
て
ヽ
〕
）
と
、
年
次
損
失
を
商
人
的
収
入
支
出
計
算
に
お
い
て
は
通
過
項
目
と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
叉
設
備
減
価
償
却
、
棚
卸
減
耗
、
利
益
の
引
＂̂T “"i 
当
金
へ
の
振
替
も
通
過
項
目
の
性
質
を
も
つ
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
評
価
は
収
入
支
出
計
算
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
純
粋
の
貨
幣
計
算
で
砂
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
レ
ー
マ
ン
に
あ
っ
て
は
財
務
計
画
は
経
営
計
画
の
中
心
計
算
で
あ
り
、
そ
の
他
の
経
営
計
画
計
算
領
域
費
用
収
益
予
算
及
び
資
本
充
足
確
定
・
資
本
需
要
計
算
は
、
財
務
計
画
に
対
す
る
数
字
提
供
者
1
1
仲
介
計
算
で
あ
っ
た
。
今
、
こ
れ
ら
三
つ
の
計
算
の
関
係
を
レ
ー
マ
ン
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
み
て
み
よ
う
。
1
、
費
用
収
益
予
算
の
収
益
面
ー
収
益
予
算
の
場
合
、
製
品
市
場
潜
在
力
か
ら
出
発
す
る
か
あ
る
い
は
経
営
設
備
能
力
か
ら
出
発
す
る
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
。
レ
ー
マ
ソ
の
解
答
は
貧
弱
で
あ
る
。
即
ち
い
う
。
市
場
潜
在
力
以
上
に
も
、
経
営
設
備
分hu
 
能
力
以
上
に
も
製
造
出
来
な
い
か
ら
両
者
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
。
2
、
費
用
収
益
予
算
の
費
用
面
に
つ
い
て
は
、
事
後
計
算
的
原
価
捕
捉
の
場
合
に
原
価
種
類
↓
原
価
場
所
↓
原
価
負
担
者
に
よ
る
原
価
把
握
と
い
う
順
序
で
行
わ
れ
る
の
に
反
し
て
、
逆
の
思
考
方
向
で
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
即
ち
、
個
別
原
価
の
予
算
を
考
え
る
限
り
、
先
ず
産
出
す
べ
き
経
営
給
付
（
原
価
負
担
者
）
を
確
定
し
次
い
で
個
々
の
原
価
場
所
に
つ
い
て
特
に
間
接
費
を
精
細
ハ
に
捕
捉
し
最
後
に
原
価
種
類
に
よ
る
原
価
を
算
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
。
自
明
の
理
で
あ
る
。
3
、
財
務
計
画
の
第
二
の
仲
介
計
算
ー
—
資
本
需
要
計
算
に
お
い
て
、
例
え
ば
延
払
い
の
売
上
に
際
し
て
売
上
（
取
引
）
を
増
す
か
六
四
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売
上
時
間
（
取
引
時
間
）
を
増
加
せ
し
め
る
か
の
い
ず
れ
で
未
来
計
算
を
行
う
か
に
よ
っ
て
、
未
来
の
収
入
支
出
関
係
に
異
な
っ
た
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
（
滴
卦
覗
漉
1
1
要
5
-
x
要
5
一
乖
亘
）
。
即
ち
前
の
方
法
で
は
短
期
的
な
、
後
者
の
計
算
で
は
長
期
的
な
収
入
支
出
関
係
の
悪
化
を
も
た
ら
す
結
果
と
な
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
財
務
態
様
F
i
n
a
n
z
g
e
b
a
r
u
n
g
1.
お
け
る
区
別
（
照
応
す
る
資
本
充
aJ 
足
に
対
す
る
配
慮
）
は
有
用
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
。
レ
ー
マ
ン
の
経
営
計
画
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
財
務
計
画
1
1
現
金
収
入
支
出
予
算
が
中
心
に
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
流
動
性
—
ー
資
本
充
足
性
思
考
を
充
た
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
レ
ー
マ
ン
の
経
営
事
象
の
分
析
視
角
は
終
始
二
元
的
に
観
念
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
経
済
性
観
点
と
充
足
性
観
点
で
あ
る
。
既
に
わ
れ
わ
れ
は
、
レ
ー
マ
ン
の
計
算
制
度
の
区
分
が
種
々
な
る
基
準
か
ら
多
様
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
を
み
た
が
、
こ
の
よ
う
な
諸
M
の
計
算
制
度
は
す
べ
て
経
済
性
と
い
う
立
場
と
、
充
足
性
と
い
う
視
角
に
お
い
て
二
元
的
に
把
握
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
経
済
性
の
判
定
の
た
め
に
、
簿
記
・
原
価
計
算
、
及
び
統
計
が
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、
そ
し
て
そ
れ
は
生
産
性
・
収
益
性
、
及
び
製
造
原
価
数
値
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
る
。
六
五
一
方
、
経
済
性
と
相
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
人
間
の
、
設
備
の
、
貯
蔵
の
、
そ
し
て
資
本
の
充
足
性
が
常
に
考
慮
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
に
又
凡
ゆ
る
計
算
制
度
が
奉
仕
す
る
の
で
あ
る
。
原
価
の
算
定
・
計
算
に
お
い
て
は
経
済
性
表
象
が
優
先
し
、
財
務
の
計
画
に
お
い
て
ほ
流
動
性
表
象
が
前
面
に
あ
ら
わ
れ
る
。
財
務
計
画
が
そ
の
主
要
領
域
と
い
わ
れ
る
限
り
に
お
い
て
経
営
計
画
も
流
動
性
表
象
に
立
つ
。
経
営
事
象
に
対
す
る
思
考
方
向
と
し
て
こ
れ
ら
二
つ
の
観
点
は
平
行
し
て
存
在
す
る
。
レ
ー
マ
ン
の
思
考
方
法
は
極
め
て
明
解
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
又
そ
れ
は
形
式
的
で
あ
り
静
態
的
で
あ
る
と
み
る
こ
と
も
出
来
る
。
し
か
し
経
営
活
動
は
特
に
経
済
性
思
考
に
支
配
さ
れ
、
充
足
性
表
象
は
国
家
財
政
・
家
計
領
域
に
お
い
て
第
一
義
性
を
も
っ
。
経
営
の
目
的
は
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
生
産
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
究
極
的
に
人
間
生
活
の
需
要
を
充
足
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
生
産
活
動
は
経
済
性
に
即
し
て
行
わ
れ
、
充
足
性
は
そ
れ
を
補
完
す
る
任
務
を
さ
て
、
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(6) (5) (4) (3) (2) (1) わ
れ
わ
れ
は
、
経
済
性
及
び
充
足
性
と
い
う
思
考
方
向
を
経
営
実
践
に
お
け
る
計
画
・
管
理
活
動
と
結
び
つ
け
て
理
解
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
又
経
営
計
画
に
お
い
て
は
経
済
性
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
費
用
収
益
予
算
に
中
心
領
域
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
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484. 
か
ら
で
あ
る
。
し
た
レ
ー
マ
ン
の
思
考
は
、
も
つ
。
こ
の
よ
り
よ
き
経
済
性
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
有
効
な
管
理
が
必
須
条
件
と
な
り
、
そ
れ
は
又
科
学
的
な
計
画
の
設
定
を
通
じ
て
経
済
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。
即
ち
経
営
活
動
の
実
践
面
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
経
済
性
・
充
足
性
思
考
は
有
効
な
管
理
活
動
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
財
務
計
画
を
流
動
性
の
観
点
か
ら
把
握
す
る
と
い
う
レ
ー
マ
ン
の
立
場
は
、
更
に
進
ん
で
こ
れ
を
ば
経
営
管
理
と
結
び
つ
け
て
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
レ
ー
マ
ン
の
経
営
取
引
過
程
の
分
類
が
重
要
な
特
徴
と
な
っ
て
く
る
。
経
済
性
と
充
足
性
を
経
営
実
践
に
お
い
て
浸
透
せ
し
め
る
媒
介
項
そ
れ
は
管
理
で
あ
る
。
即
ち
、
財
務
計
画
に
お
い
て
も
資
本
の
調
達
・
運
用
及
び
配
分
と
い
う
財
務
的
な
管
理
が
、
当
然
重
要
と
な
り
、
適
切
な
財
務
管
理
を
媒
介
と
し
て
経
営
の
経
済
性
は
向
上
す
る
。
だ
か
ら
流
動
性
表
象
（
充
足
性
思
考
）
を
重
視
し
、
レ
ー
マ
ン
「
財
務
計
画
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
そ
の
た
め
に
経
営
計
画
に
お
い
て
財
務
計
画
を
そ
の
中
心
と
一
面
的
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
又
資
本
需
要
量
の
算
定
に
終
る
レ
ー
マ
ン
財
務
計
画
論
は
、
い
^
U
 u
 
わ
ゆ
る
財
務
管
理
と
い
う
一
連
の
重
要
な
要
因
を
看
過
し
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
計
画
と
管
理
は
表
裏
一
体
た
る
も
の
だ
六
六
3~3 
(16) U5l (14) u3) (12) (1り UO) (9) (8) (7) 
レ
ー
マ
ン
「
財
務
計
画
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
六
七
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
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利
潤
の
引
当
金
へ
の
振
替
は
計
算
上
は
収
入
支
出
間
の
差
異
を
止
揚
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
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こ
の
表
に
い
う
支
出
超
過
は
い
わ
ゆ
る
予
備
概
念
で
あ
り
、
流
動
性
統
計
の
場
合
に
は
充
足
性
（
相
対
数
）
よ
り
も
こ
の
よ
う
な
絶
対
数
の
方
が
よ
い
と
い
う
。
(
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評
価
が
問
題
と
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
例
え
ば
貸
借
対
照
表
貸
方
の
財
務
適
性
F
i
n
a
n
z
i
e
r
u
n
g
s
-
G
e
e
i
g
n
e
t
h
e
i
t、
貸
借
対
照
表
借
方
の
投
資
制
限
I
n
v
e
s
t
i
t
i
o
n
s
-
G
e
b
u
n
d
e
n
h
e
i
t
の
問
題
が
い
ず
れ
も
投
資
ー
及
び
財
務
計
算
項
目
と
関
係
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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阪
売
可
能
性
は
設
備
の
増
加
を
、
そ
し
て
投
資
を
も
た
ら
す
。
又
売
上
数
量
の
増
加
に
よ
る
価
格
の
下
落
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
。
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レ
ー
マ
ン
の
財
務
計
画
論
は
、
そ
れ
が
「
有
用
な
設
定
の
思
考
用
具
」
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
現
代
的
な
精
緻
な
理
論
的
批
判
に
た
え
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
序
文
に
お
い
て
も
述
ぺ
て
お
い
た
よ
う
に
、
本
稿
で
は
1
応
そ
の
紹
介
に
第
一
義
性
を
お
い
た
。
即
ち
ド
イ
ッ
経
営
学
の
代
表
者
の
一
人
で
あ
る
レ
ー
マ
ン
の
財
務
計
画
論
の
発
展
方
向
を
探
ぐ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
又
、
わ
れ
わ
れ
の
「
レ
ー
マ
ン
経
営
理
論
研
究
」
の
一
鉤
で
も
あ
る
。
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A
1
…
…
造
廻
守
漆
土
棄
塞
油
（
辿
畔
S
)
滋
昇
S
)
チ
0
)
勘
定
組
織
の
編
成
と
財
務
計
画
|
「
財
務
管
理
」
と
「
生
産
管
理
」
ー
茸
蔵
寮
臣
5
迂
漆
I
郡
濡
蒔
滋
栗
浙
百
財
務
計
画
は
費
用
予
算
・
収
益
予
算
に
集
約
さ
れ
る
経
営
各
部
門
計
画
と
関
係
す
る
。
そ
れ
は
又
時
間
関
連
的
事
前
計
算
た
る
経
営
計
画
の
一
部
門
と
し
て
、
同
じ
く
時
間
関
連
的
事
後
計
算
で
あ
る
財
務
簿
記
か
ら
資
料
を
提
供
さ
れ
る
。
経
営
計
画
の
一
構
成
部
分
た
る
原
価
計
画
ー
|
費
用
予
算
の
中
心
ー
は
対
象
関
連
計
算
た
る
原
価
計
算
に
も
と
づ
い
て
編
成
さ
れ
た
経
営
簿
記
を
そ
の
母
胎
と
す
る
。
従
っ
て
財
務
計
画
—
ー
広
く
経
営
計
画
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
有
機
的
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
勘
定
組
織
即
ち
財
務
簿
記
と
経
営
簿
記
を
結
節
す
る
コ
ン
テ
ン
ラ
ー
メ
ン
が
そ
の
前
提
と
な
る
。
こ
の
勘
定
組
織
の
編
成
に
よ
っ
て
経
営
計
画
ひ
い
て
財
務
計
画
の
設
定
は
可
能
と
な
る
。
②
 
ー
レ
ー
マ
ン
勘
定
組
織
の
分
卿
は
次
の
十
個
の
ク
ラ
ス
か
ら
な
る
。
即
ち
A
.
 *
*
Q
)
M漆
蓉
油
(3)
ヽ
7
7
'
0
…
…
嘩
仔
蕊
漆
ギ
葦
廻
涸
（
学
i
蒜
S
滋
平
”oダ
0
`
淫
斗
が
蓉
涌
）
ヽ
7
7
.
.
2
…
…
蕊
漆
海
湘
塞
涸
1
1
涸
}
廻
H
E
（
単
蒜
5
濠
昇
8
チ
8
5
翌
漆
I
郡
濡
華
冷
棄
湖
丙
．
溢
1
、
が
定
油
）
B
.
#
*
O
)際
疎
塞
油
(3)
際
聴
t
旦
溢
宗
L
f竺
｀
ふ
＿
賑
怜
一
ヽ
7
x
3
…
…
満
泣
．
誘
｝
．
率
廻
苺
草
．
瞬
聴
苺
章
廻
油
（
涸
甫
ヰ
濾
茸
蒙
A
な
0
際
晦
楚
奎
塞
涼
~
、
際
疎
」C
)茸
芦
蓄
i
i
£
,
5
一
眼
恥
塞
油
四
レ
ー
マ
ン
「
財
務
計
画
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
六
八
34.5 
レ
ー
マ
ン
「
財
務
計
画
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」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
ヽ
7
A
 4
…
…
涸
茸
識
濡
廻
油
（
編
蒜
S
滋
昇
8
炉
8
5
競
冷
声
i
苓
H
ぃ宝
j
涸
茸
存
．
吟
舛
1
)
ヽ
7
-
A
6
・
…
・
・
満
宦
葦
涛
廻
油
（
津
賑
亘
滞
津
剛
薔
証
ぶ
t・
洪
ぷ
B
hが
炉
S
)
ヽ
7
7
'
7
…
…
涸
言
濤
囲
辿
廻
油
（
上
睾
珀
I
9
熔
痴
一
一
亜
即
際
聴
万
誤
索
土
喰
〇
杢
奎
i
廻
泣
匹
5
際
聴
油
華
溢
泰
煉
丙
淫
f'
が
定
涌
）
'ヽ.7_7..8
…
…
涸
茸
涵
囲
辿
丙
涯
1,
ぷ
洒
湘
ヰ
濾
云
い
済
F
f
が
塞
油
5
瞬
晦
活
湘
ヰ
馨
迄
iu“
際
聴
灘
齊
菩
華
齊
ヰ
濾
D
e
c
k
u
n
g
s
r
e
c
h
n、
u
n
g
 t
~溢
f
．
が
定
涌
ヽ
7
X
9
…
…
這
L
L函
0
這
廿
藻
9
E
r
l
o
s
s
c
h
m
a
l
e
r
u
n
g
廻
涌
レ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
財
務
簿
記
と
経
営
簿
記
の
結
合
形
式
に
は
山
二
つ
の
簿
記
部
分
領
域
の
連
結
の
原
則
P
r
i
n
z
i
p
d
e
r
 
④
 
V
e
r
z
a
h
n
u
n
g
と
、
②
そ
れ
ら
の
平
行
管
理
の
原
則
P
r
i
n
z
i
p
d
e
r
 Parallelschaltung
が
適
用
さ
れ
、
特
に
後
者
ー
平
行
管
理
5
 
の
原
則
が
優
先
す
る
。
こ
の
原
則
か
ら
財
務
簿
記
及
び
経
営
簿
記
ヘ
ク
ラ
ス
0
ー
9
の
勘
定
を
分
割
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
1
、
財
務
簿
記
の
領
域
に
属
す
る
勘
定
ク
ラ
ス
…
…
0
、
2
、
経
営
簿
記
の
領
域
に
属
す
る
勘
定
ク
ラ
ス
…
…
5
、
ーヽ
6 ヽ
8
 
3
、
両
者
に
所
属
し
、
両
方
の
簿
記
領
域
の
平
行
管
理
勘
定
ク
ラ
ス
と
な
る
も
の
．．． 
4
、
7 ヽ
，
 
六
九
経
営
簿
記
は
財
務
簿
記
と
そ
の
出
発
数
字
(
4
7
9
)
を
共
通
に
し
、
こ
れ
ら
の
数
字
の
評
価
変
更
を
ク
ラ
ス
5
で
行
い
、
勘
定
ク
ラ
ス
6
（
原
価
場
所
計
算
）
及
び
ク
ラ
ス
7
（
原
価
負
担
者
計
算
）
に
お
け
る
原
価
補
償
の
過
不
足
と
在
高
評
価
の
差
と
は
ク
ラ
ス
8
の
補
償
計
算
に
振
替
え
ら
れ
る
。
勘
定
ク
ラ
ス
8
（
経
営
簿
記
成
果
勘
定
）
は
売
上
毎
に
グ
ル
ー
プ
さ
れ
た
個
別
収
益
勘
定
と
し
て
の
ヽ
7
7
,
5
…
…
ヰ
濾
」
S
)
満
声
藤
遵
廻
涌
対
吟
t)
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⑧
 
⑥
 
成
果
勘
定
、
個
別
収
益
勘
定
の
総
括
に
役
立
つ
勘
定
及
び
補
償
計
算
の
勘
定
か
ら
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
経
営
計
画
の
設
定
ほ
勘
定
組
織
を
前
提
と
し
て
い
る
。
経
営
計
画
は
費
用
収
益
予
算
に
総
合
さ
れ
る
調
達
・
製
造
・
販
売
の
部
分
計
画
（
財
貨
の
流
れ
）
と
こ
れ
ら
と
反
対
の
方
向
に
運
動
す
る
財
務
計
画
（
貨
幣
の
流
れ
）
に
区
分
さ
れ
る
。
⑨
 
経
営
計
画
及
び
そ
の
部
分
計
画
は
勘
定
組
織
と
如
何
に
関
連
し
接
続
す
る
か
。
財
務
計
画
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ク
ラ
ス
0
の
静
止
勘
定
、
ク
ラ
ス
1
の
い
わ
ゆ
る
短
期
の
貨
幣
及
び
信
用
流
通
が
先
ず
密
接
に
関
係
す
る
。
し
か
し
て
ク
ラ
ス
2
の
い
わ
ゆ
る
限
界
勘
定
(11
調
整
勘
定
）
に
含
ま
れ
る
中
性
損
費
・
中
性
収
益
や
価
格
差
額
勘
定
も
財
務
計
画
の
編
成
に
お
い
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
叉
ク
ラ
ス
4
の
原
価
種
類
勘
定
に
お
け
る
直
接
に
支
出
を
生
ず
る
原
価
（
例
え
ば
製
造
賃
金
等
）
や
支
出
と
結
合
し
な
い
原
価
種
類
例
え
ば
減
価
償
却
費
（
ど
の
期
間
に
計
上
す
る
か
を
予
測
す
る
た
め
）
が
関
係
す
る
。
そ
し
て
販
売
価
格
比
例
費
を
含
む
ク
ラ
ス
9
の
売
上
減
少
勘
定
も
財
務
計
画
の
設
定
に
お
い
て
問
題
に
入
っ
て
く
る
。
他
方
、
販
売
計
画
は
ク
ラ
ス
9
に
、
製
造
計
画
は
ク
ラ
ス
4
i
7
（
原
価
計
画
に
つ
い
て
は
4
、
5
)
に
、
調
達
計
画
は
ク
ラ
ス
3
（
特
に
材
料
調
達
の
場
合
）
に
照
応
し
て
設
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
勘
定
組
織
図
は
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
部
門
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
し
従
っ
て
管
理
場
所
と
そ
の
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
。
今
、
経
営
の
各
階
層
の
担
う
管
理
場
所
と
そ
の
管
理
方
式
を
み
る
と
、
レ
ー
マ
ン
の
経
営
領
域
観
か
ら
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
即
ち
、
レ
ー
マ
ン
の
い
う
経
営
経
済
領
域
（
狭
義
）
は
原
価
計
算
に
も
と
づ
く
原
価
計
画
の
場
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
原
価
管
理
と
い
う
管
理
方
式
を
通
じ
て
工
場
労
働
者
・
生
産
手
段
の
管
理
並
び
に
そ
の
責
任
者
の
管
理
部
門
を
権
限
づ
け
る
。
レ
ー
マ
ン
の
い
わ
ゆ
る
財
務
経
済
領
域
（
広
義
）
は
費
用
収
益
予
算
の
編
成
を
通
じ
て
即
ち
い
わ
ゆ
る
利
益
管
理
方
式
に
よ
っ
て
営
業
領
域
及
び
そ
の
責
任
者
の
管
理
場
所
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
区
分
観
点
か
ら
す
る
と
、
財
務
計
画
は
現
金
収
支
管
理
を
通
じ
て
費
用
収
益
予
算
を
支
え
、
利
益
管
理
を
行
う
な
い
。
七
〇
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じ
て
の
「
財
務
管
理
」
が
工
場
に
お
け
る
「
生
産
管
理
」
と
結
び
つ
く
と
き
、
原
価
管
理
の
問
題
が
生
ず
る
。
だ
か
ら
管
理
計
算
は
財
う
。
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
原
価
管
理
は
「
財
務
管
理
」
と
「
生
産
管
理
」
し
か
し
レ
ー
マ
ン
の
経
営
領
域
区
分
は
形
式
的
・
並
列
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
技
術
的
・
機
械
的
区
分
観
点
に
立
つ
。
わ
れ
わ
れ
は
次
l
 
h
"
i
 
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
管
理
計
算
は
い
う
迄
も
な
く
計
数
を
通
じ
て
の
経
営
の
管
理
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
究
極
的
に
は
経
営
内
の
工
場
労
働
者
・
生
産
手
段
の
管
理
で
あ
る
。
経
営
管
理
は
資
金
の
調
達
・
運
用
・
配
分
即
ち
資
金
管
理
1
1
「
財
務
管
理
」
（
間
接
的
・
金
額
的
管
理
）
の
側
面
と
、
直
接
生
産
過
程
に
お
け
る
生
産
手
段
・
労
働
者
の
合
理
的
統
制
を
究
極
的
目
的
と
す
る
物
量
的
な
「
生
産
管
理
」
（
直
接
的
・
実
体
管
理
）
の
側
面
と
が
あ
り
、
両
者
は
統
一
し
て
資
本
の
運
動
と
し
て
顕
現
す
る
。
し
か
し
資
本
主
義
経
済
の
下
で
は
商
品
（
製
品
1
1
工
場
生
産
物
）
の
生
産
が
凡
て
の
経
済
活
動
の
基
底
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
産
過
程
で
の
管
理
（
「
生
産
管
理
」
）
が
経
営
管
理
の
集
約
点
で
あ
り
、
そ
の
上
に
資
金
管
理
（
「
財
務
管
理
」
）
が
統
一
的
に
ー
表
現
を
か
え
る
と
倒
錯
的
に
I
包
摂
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
生
産
管
理
」
を
基
底
と
し
て
そ
れ
を
ば
「
財
務
管
理
」
に
よ
っ
て
行
う
と
い
う
管
理
計
算
の
二
面
的
統
一
性
は
、
又
観
点
を
か
え
て
経
営
管
理
階
層
並
び
に
組
織
化
に
結
び
つ
け
て
み
る
と
、
「
財
務
管
理
」
は
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
｀
｀
、
ド
d“~ 
hu 
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
直
接
指
揮
さ
れ
る
営
業
関
係
業
務
（
本
社
）
と
し
て
、
「
生
産
管
理
」
は
生
産
手
段
・
労
働
者
の
管
理
を
目
的
d“~ 
H
"
i
 
と
す
る
作
業
関
係
業
務
（
工
場
）
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
具
体
的
に
い
う
と
、
ト
ッ
プ
に
よ
る
利
益
計
画
、
ミ
ド
ル
に
よ
る
経
営
計
画
が
す
ぐ
れ
て
期
間
的
・
金
額
的
管
理
方
式
に
よ
る
「
財
務
管
理
」
面
を
担
う
の
に
対
し
て
、
生
産
過
程
の
管
理
は
原
価
計
算
・
標
準
原
価
計
算
・
直
接
原
価
計
算
等
の
形
態
を
通
じ
て
の
対
象
的
・
物
量
的
管
理
方
式
に
よ
る
直
叡
な
「
生
産
管
理
」
面
を
担
ol 
ー,'
,
 
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
七
（
本
社
と
工
場
）
を
結
ぶ
環
で
あ
り
、
従
っ
て
経
営
計
画
を
通
3“8 
(2) (1) 
析
を
次
稿
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
営
の
管
理
を
遂
行
す
る
。
即
ち
、
務
側
面
か
ら
即
ち
本
社
に
よ
る
利
益
計
画
・
経
営
計
画
か
ら
出
発
し
て
、
工
場
に
お
け
る
原
価
管
理
を
規
制
し
原
価
計
算
・
標
準
原
価
計
算
・
直
接
原
価
計
算
に
具
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
生
産
管
理
」
の
側
面
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
以
上
の
管
理
計
算
の
二
面
性
か
ら
管
理
に
つ
い
て
レ
ー
マ
ン
の
思
考
を
整
理
し
な
お
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
即
ち
、
生
産
手
段
・
工
場
労
務
者
の
管
理
を
行
う
生
産
過
程
で
の
『
狭
義
の
管
理
』
、
そ
の
他
の
経
営
各
部
門
及
び
そ
の
責
任
者
の
管
理
た
る
『
広
義
の
管
簡u
 
理
』
及
び
包
括
的
一
般
的
概
念
た
る
経
営
全
体
の
管
理
1
1
『
最
広
義
の
管
理
』
の
三
つ
に
区
別
さ
れ
る
。
又
管
理
方
式
を
考
え
る
と
こ
れ
ら
の
管
理
場
所
・
責
任
者
は
、
本
質
上
は
次
の
二
つ
の
側
面
か
ら
特
徴
づ
け
ら
れ
、
相
互
に
独
立
的
に
、
叉
補
完
し
合
い
な
が
ら
経
『
狭
義
の
管
理
』
は
物
量
的
な
「
生
産
管
理
」
に
つ
ら
な
る
も
の
で
対
象
計
算
と
し
て
の
標
準
原
価
計
算
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
機
能
（
↓
原
価
管
理
）
で
あ
り
、
能
と
並
列
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
予
算
統
制
機
能
と
し
て
の
管
理
概
念
即
ち
「
財
務
管
理
」
『
広
義
の
管
理
』
は
ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
計
画
・
調
整
・
管
理
機
ハ
出“U 
（
↓
利
益
管
理
）
方
式
で
あ
る
と
い
え
る
。
管
理
概
念
の
究
明
に
と
っ
て
は
「
生
産
管
理
」
（
労
務
管
理
•
生
産
手
段
管
理
ー
実
体
管
理
）
と
「
財
務
管
理
」
（
資
金
管
理
ー
金
額
管
理
）
，
 
の
二
面
的
把
握
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
財
務
計
画
は
わ
れ
わ
れ
の
い
わ
ゆ
る
「
財
務
管
理
」
に
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
レ
ー
マ
ン
勘
定
組
織
が
如
何
に
編
成
さ
れ
、
こ
の
勘
定
組
織
に
よ
っ
て
財
務
計
画
が
ど
の
よ
う
に
し
て
資
料
を
得
る
か
、
そ
し
て
、
勘
定
組
織
と
経
営
管
理
部
門
と
の
関
連
、
ひ
い
て
そ
の
権
限
づ
け
と
の
結
び
つ
き
が
如
何
に
行
わ
れ
る
か
を
み
た
。
そ
し
て
叉
、
こ
れ
ら
の
分
析
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
管
理
に
対
す
る
解
釈
を
も
試
み
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
主
題
に
対
す
る
よ
り
以
上
の
分
っ
と
に
は
、
M
.
R
•
L
e
h
m
i
m
n:
 "D
i
e
 industrielle 
kalkulation" 1. 
Aufl. S
.
 
234f
.
参
照
。
Derselbe"••lndustrie,kalkulation" 
4
.
 
Aufl. S
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 295. 
レ
ー
マ
ン
「
財
務
計
画
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
七
3-49 
t
5
 
/
0
期
方
ー
ニ
ク
，
゜
半
ル
⑲巴
—
g
こ
頃
墨
マ
ー
[借
[
3
7
5
言
1
7
1
-
1
-
る
ー
‘,、ら
す
ヵヽ
対に
，
B
ス
品
”
3
』
（
カ
費
7
製
差
m計
特
ラ
果成
雌俎
3
3
的
ぶ
g
霜和
6
る
の
ス
ス
ラ
ラ
ら
6
か
ス
6
ラ
益損
訟
[g
盆
口
彗
翌
Q
ラ
項
―
―
発
販
ク
費
~
ク
少
価
び
の
（
門
号
（
這
輝
及
他
費
部
番
酎
製
翌
闘
鯰
十二表 勘定番号．．．．
発送： 1,750t 
レ
ー
マ
ン
「
財
務
計
画
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
1,120.05 
十三表 勘定番号．．．． 総括的成果計算
I 借
19.ー．年皿四半期
方 I 貸 方一
製品Aの損益
製品Bの損益
1の損益
の残高
(＋あるいは一）
(171,850) 
十四表 勘定番号＿＿．． 補 償 計 算 19.-．年直四半期
借方 貸
原価種類—補偵不足
クラス 4の項目＞クラス 5の項目
原価場所→庸償不足
クラス 6の借記＞クラス 6の貸記
クラス 7の評価差額
経営簿記上の価値＜財務簿記上の価値
残高＝原価補債超過の総額
原価種類→庸償超過
クラス 4の項目＜クラス 5の項目
原価場尻舟＇償超過
クフス 6の借記＜クラス 6の貸記
クラス 7の評価差額
経営簿記上の価値＞財務簿記上の価値
残高＝原価補償不足の総額
(9) (8) (7) (6) (5) (4) (3) 
七
即
ち
財
務
計
算
（
広
義
）
と
経
営
計
算
（
狭
義
）
の
対
立
関
係
に
照
応
す
る
(̂
'a.a.0."
S.295.) 
例
え
ば
原
価
種
類
で
行
わ
れ
る
成
果
計
算
Kostenarten,ausgerichtete 
Erfolgsr, 
e
c
h
n
u
n
g
 
!l
対
す
る
財
務
簿
記
と
、
原
価
負
担
者
で
行
わ
れ
る
成
果
計
算
に
対
す
る
経
営
簿
記
が
並
存
す
る
簿
記
組
織
を
も
っ
。
こ
れ
に
反
し
て
連
結
原
則
の
適
用
の
場
合
に
は
、
原
価
負
担
者
で
行
わ
れ
る
成
果
計
算
は
財
務
簿
記
に
お
い
て
、
原
価
種
類
で
行
わ
れ
る
そ
れ
は
統
計
的
方
法
に
よ
っ
て
み
た
さ
れ
る
。
(̂
'a.a.O.
｀`
S
S
.
2
9
6ー
8
.
)
D
e
r
s
e
l
b
e
:
 
"a, a. 0." 
S. 298. 
十
二
表
（
製
品
B
に
対
す
る
成
果
計
算
）
参
照
。
("a. a. O." S
.
 
309.) 
総
括
的
成
果
計
算
に
つ
い
て
は
十
三
表
参
照
。
("a. a. O." S
.
 310.) 
具
体
的
計
算
例
を
示
す
と
十
四
表
の
よ
う
で
あ
る。
("a.
a. O." S
.
 
309.) 
本
田
利
夫
「
予
算
統
制
論
」
（
東
洋
書
館
）
に
お
い
て
、
ザ
イ
ツ
ァ
ー
(H.
Seitzer"
＾^D
i
e
 
Stellung d
e
s
 B
u
d
g
e
t
s
 i
m
 industriellen 
R
e
c
h
n
u
n
g
s
w
e
s
e
n
)
の
例
に
よ
る
詳
細
な
分
350 
経
営
資
本
の
運
動
過
程
の
把
握
を
そ
の
伝
統
と
す
る
ド
イ
ッ
経
営
学
の
特
徴
は
、
い
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
資
本
主
義
経
済
の
歴
史
的
・
構
造
的
特
殊
性
、
あ
る
い
は
又
ド
イ
ッ
的
全
体
・
民
族
主
義
思
想
（
ー
こ
れ
は
又
い
l
 
わ
ゆ
る
経
営
共
同
体
思
想
に
も
連
な
る
も
の
だ
が
1
)
に
根
ざ
す
も
の
か
も
知
れ
な
い
d
(15) (14) (13) u2) u1) (10) 
X 
X 
レ
ー
マ
ソ
「
財
務
計
画
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
は
（
山
上
）
X 
析
が
あ
る
。
特
に
一
七
九
頁
以
下
参
照
。
財
務
計
画
は
資
金
流
動
的
観
点
か
ら
は
前
節
で
み
た
よ
う
に
4
一
経
営
計
画
の
中
心
部
分
で
あ
り
、
従
っ
て
コ
ソ
テ
ソ
ラ
ー
メ
ソ
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
言
し
た
よ
う
に
経
済
性
観
点
か
ら
は
む
し
ろ
総
経
営
計
画
の
一
っ
と
し
て
の
費
用
収
益
計
画
に
第
一
義
性
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
財
務
計
画
・
経
営
計
画
を
計
算
形
式
上
の
区
分
と
し
て
で
は
な
く
、
目
的
概
念
と
し
て
即
ち
管
理
計
算
と
し
て
特
徴
づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
v
g
l
•
D
e
r
s
e
l
b
e
"
"
i
n
d
u
s
t
r
i
e
,
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
4
.
 
Aufl. S
.
 1
2
.
)
尚
、
以
下
の
叙
述
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
木
村
和
一
ー
一
郎
他
監
修
「
現
代
経
営
会
計
購
座
」
第
四
巻
（
管
理
会
計
綱
）
四
八
—
六
0
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
語
句
は
レ
ー
マ
ソ
の
経
営
経
済
概
念
即
ち
企
業
内
の
活
動
領
域
が
最
狭
義
の
作
業
W
e
r
k
領
域
と
、
こ
れ
に
調
達
・
販
売
つ
ま
り
営
業
領
域
を
包
含
せ
る
生
産
単
位
と
し
て
の
経
営
領
域
と
、
そ
し
て
更
に
財
務
単
位
と
し
て
の
企
業
と
生
産
単
位
と
し
て
の
経
営
を
合
体
し
た
い
わ
ゆ
る
経
営
経
済
領
域
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
(
D
e
r
s
e
l
b
e
"
.
A^
l
l
g
e
m
e
i
n
e
Betriebswirtschaftslehre" 
3
.
 
Aufl. S
.
 5
7
)
.
及
び
こ
の
こ
と
か
ら
計
算
領
域
の
区
分
が
製
造
計
算
即
ち
生
産
単
位
と
し
て
の
経
営
に
お
け
る
計
算
と
財
務
計
算
即
ち
財
務
単
位
と
し
て
の
企
業
の
計
算
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
(
D
e
r
s
e
l
b
e
"
•
•
l
n
d
u
s
t
r
i
e
,
K
a
l
k
u
l
a
t
i
o
n
"
4
.
 
Aufl. S
S
.
 7
1
8
.
)
思
考
に
照
応
す
る
。
レ
ー
マ
ソ
の
経
営
概
念
及
び
計
算
領
域
か
ら
の
計
算
制
度
の
区
分
に
立
脚
し
た
作
業
管
理
、
営
業
管
理
及
び
経
営
経
済
管
理
に
照
応
す
る
。
原
価
管
理
は
『
狭
義
の
管
理
』
に
属
す
る
も
の
で
生
産
過
程
で
の
管
理
を
行
う
も
の
、
利
益
管
理
は
収
益
と
費
用
に
よ
っ
て
、
即
ち
貸
借
対
照
表
に
表
わ
れ
た
利
益
更
に
そ
の
動
態
的
表
示
た
る
捐
益
計
算
書
に
あ
げ
ら
れ
る
収
益
・
費
用
を
通
じ
て
管
理
す
る
も
の
で
『
広
義
の
管
理
』
↓
『
最
広
義
の
管
理
』
に
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
原
価
管
理
•
利
益
管
理
を
め
ぐ
っ
て
の
原
価
計
算
•
原
価
計
画
及
び
財
務
計
算
・
予
算
統
制
等
の
関
係
、
特
に
原
価
計
算
と
予
算
統
制
の
管
理
機
能
に
つ
い
て
ほ
以
上
の
説
明
で
は
未
だ
不
十
分
で
あ
る
。
よ
り
包
括
的
な
研
究
が
必
要
と
な
る
。
レ
ー
マ
ン
財
務
計
画
論
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
七
四
351 
(3) (2) (1) 
レ
ー
マ
ソ
「
財
務
計
画
論
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
口
（
山
上
）
紹
介
と
そ
の
特
徴
づ
け
で
一
応
満
足
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
経
営
学
は
、
経
済
の
発
展
に
伴
う
経
営
事
象
の
複
雑
化
（
↓
経
営
組
織
の
階
層
化
・
職
能
化
）
に
よ
っ
②
 
て
、
経
営
内
部
で
の
管
理
論
的
思
考
（
ア
メ
リ
カ
に
そ
の
典
型
を
み
る
）
の
体
系
的
摂
取
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
か
か
る
問
題
意
識
を
基
底
に
も
っ
て
レ
ー
マ
ン
財
務
計
画
論
に
対
す
る
若
干
の
問
題
点
の
指
摘
と
そ
の
補
完
(
|
管
理
論
的
思
考
か
ら
の
ー
）
を
も
試
み
た
。
そ
し
て
更
に
レ
ー
マ
ン
の
思
考
か
ら
、
管
理
概
念
の
科
学
的
究
明
に
対
す
る
―
つ
の
示
唆
を
見
③
 
出
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
も
と
よ
り
こ
の
小
論
に
お
い
て
は
そ
の
す
べ
て
を
論
ず
べ
く
も
な
い
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
七
五
レ
ー
マ
ソ
の
財
務
計
画
論
の
周
知
の
よ
う
に
ド
イ
ッ
経
営
学
は
常
に
全
体
経
済
と
の
関
連
の
下
に
取
上
げ
ら
れ
て
来
て
い
る
。
即
ち
、
経
済
政
策
・
社
会
政
策
の
一
環
と
し
て
、
国
民
経
済
と
の
関
係
が
絶
え
ず
意
識
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
経
済
性
測
定
問
題
に
お
い
て
も
経
済
政
策
領
域
の
合
理
化
運
動
方
策
と
し
て
国
民
経
済
的
観
点
か
ら
個
別
企
業
と
の
関
係
が
問
題
と
さ
れ
、
原
価
計
算
も
絶
え
ず
全
体
国
民
経
済
上
の
価
格
政
策
の
一
っ
と
し
て
発
展
を
遂
げ
、
又
経
営
労
務
管
理
論
も
社
会
政
策
的
観
点
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
経
営
社
会
政
策
」
と
い
う
形
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
レ
ー
マ
ン
経
営
理
論
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
理
論
的
基
底
ほ
密
接
に
経
済
政
策
的
思
考
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
従
っ
て
彼
の
経
済
政
策
・
社
会
政
策
に
対
す
る
思
想
を
把
握
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
も
は
や
レ
ー
マ
ン
経
営
理
論
1
ひ
い
て
ド
イ
ッ
経
営
学
の
真
の
理
解
は
困
難
で
あ
る
。
論
ぜ
ら
れ
ね
ば
た
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
（
ち
な
み
に
L
e
h
m
i
m
n
"
'^Rationalisierung
u
n
d
 
Sozialpolitik" 
1
9
3
0
;
 
"
E
c
h
t
e
 
Rationalisierung 
als 
Z
e
n
t
r
a
l
p
r
o
b
l
e
m
 
positiver 
Wirtschaftspolitik" 
1
9
3
1
 ;
 
"
A
u
t
a
r
k
i
e
 
u
n
d
 
W
~
h
r
u
n
g
ー
G
r
u
n
d
f
r
a
g
e
n
sofortiger 
A
r
b
e
i
t
s
b
e
s
c
h
a
f
f
u
n
g
|
"
 
1
9
3
2
 ;
 
"
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
a
n
k
u
r
b
e
l
u
n
g
 
u
n
d
 
A
b
s
a
t
z
s
i
c
h
e
r
u
n
g
-
K
e
r
n
f
r
a
g
e
n
 
p
r
o
d
u
k
t
i
v
e
r
 
K
r
e
d
i
t
s
c
h
o
p
f
u
n
g
-
"
 1
9
3
2
 ;
戦
後
の
も
の
と
し
て
、
L
e
h
m
a
n
n
"
"
L
e
n
k
e
n
d
e
Wirtschaftspolitik" 
1
9
5
4
 ;
 
"Gerichtichkeit 
d
e
r
 W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
l
e
b
e
n
"
 1
9
5
5
参
照
。
）
例
え
ば
F
•
H
e
n
z
e
l
等
の
思
考
方
向
は
そ
の
代
表
的
な
傾
向
の
―
つ
で
あ
る
。
か
か
る
管
理
概
念
の
明
確
な
規
定
は
、
例
え
ば
最
近
の
「
弾
力
性
予
算
」
に
対
す
る
学
問
的
範
疇
論
争
や
そ
の
管
理
機
能
を
め
ぐ
る
討
論
に
重
要
た
指
針
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
（
一
九
五
九
・
八
）
